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人数 人数 ％ 人数 ％
２年 31 0 0 31 91.2
３年 35 33 60.0 2 5.9
４年 23 22 40.0 1 2.9





















カテゴリー 平均値 SD 平均値 SD
1－1 使命感，責任感，倫理観 4.11 0.55 2.31 0.65 ＊＊＊ 13.81
1－2 教育的愛情愛情 4.49 0.60 2.56 0.99 ＊＊＊ 11.29
1－3 総合的人間力 4.43 0.50 2.76 0.88 ＊＊＊ 11.26
1－4 教職に対する強い情熱 4.51 0.50 2.56 1.02 ＊＊＊ 11.87
1－5 主体的に学び続ける姿勢 4.00 0.60 2.71 0.66 ＊＊＊ 9.35
2－1 子ども理解 4.80 0.43 2.91 1.17 ＊＊＊ 10.73
2－2 専門的な知識，技能 3.90 0.51 2.65 0.71 ＊＊＊ 9.54
2－3 保健管理 4.01 0.47 2.79 0.65 ＊＊＊ 10.11
2－4 保健教育 3.77 0.69 2.76 0.79 ＊＊＊ 6.20
2－5 健康相談 4.25 0.53 3.18 0.71 ＊＊＊ 7.95
2－6 保健室経営 4.20 0.54 2.96 0.63 ＊＊＊ 9.72
2－7 保健組織活動 3.81 0.65 2.71 0.78 ＊＊＊ 7.00
3－1 自覚と協調性 4.38 0.71 2.97 1.11 ＊＊＊ 7.17
3－2 コミュニケーション能力 4.25 0.60 3.32 0.90 ＊＊＊ 5.72
3－3 協働的対応力 4.56 0.63 3.76 1.05 ＊＊＊ 4.32
3－4 連携力 4.58 0.63 3.76 0.96 ＊＊＊ 4.69























































カテゴリー 平均値 SD 平均値 SD
1－1 使命感，責任感，倫理観 4.06 0.61 4.18 0.45 n.s. 0.18
1－2 教育的愛情愛情 4.52 0.62 4.45 0.60 n.s. 0.58
1－3 総合的人間力 4.46 0.48 4.39 0.53 n.s. 0.22
1－4 教職に対する強い情熱 4.58 0.50 4.41 0.50 n.s. 0.73
1－5 主体的に学び続ける姿勢 3.94 0.59 4.09 0.63 n.s. 0.35
2－1 子ども理解 4.77 0.49 4.84 0.32 n.s. 0.17
2－2 専門的な知識，技能 3.80 0.53 4.05 0.44 n.s. 1.45
2－3 保健管理 3.91 0.47 4.18 0.43 ＊ 1.83
2－4 保健教育 3.56 0.62 4.09 0.67 ＊＊ 2.76
2－5 健康相談 4.14 0.49 4.43 0.55 ＊ 1.76
2－6 保健室経営 4.04 0.51 4.45 0.50 ＊＊ 2.75
2－7 保健組織活動 3.67 0.69 4.02 0.54 n.s. 1.66
3－1 自覚と協調性 4.24 0.71 4.59 0.67 n.s. 1.48
3－2 コミュニケーション能力 4.14 0.68 4.43 0.42 n.s. 1.48
3－3 協働的対応力 4.39 0.70 4.82 0.39 ＊ 2.28
3－4 連携力 4.42 0.71 4.82 0.39 ＊ 2.07
























































































カテゴリー 平均値 SD 平均値 SD
1－1 使命感，責任感，倫理観 3.60 0.99 3.11 1.11 ＊ 1.82
1－2 教育的愛情 3.98 1.17 3.34 1.21 ＊ 2.16
1－3 総合的人間力 3.96 1.02 3.49 1.05 ＊ 1.76
1－4 教職に対する強い情熱 4.07 1.07 3.25 1.30 ＊＊ 2.93
1－5 主体的に学び続ける姿勢 3.61 0.84 3.31 0.95 n.s. 1.16
2－1 子ども理解 4.30 1.06 3.69 1.38 ＊ 2.04
2－2 専門的な知識，技能 3.49 0.81 3.30 0.91 n.s. 0.44
2－3 保健管理 3.65 0.84 3.36 0.74 n.s. 1.21
2－4 保健教育 3.49 0.92 3.20 0.76 n.s. 1.10
2－5 健康相談 3.96 0.82 3.63 0.72 n.s. 1.58
2－6 保健室経営 3.85 0.85 3.52 0.78 n.s. 1.42
2－7 保健組織活動 3.48 0.88 3.22 0.89 n.s. 0.91
3－1 自覚と協調性 4.04 1.07 3.50 1.14 ＊ 1.92
3－2 コミュニケーション能力 3.94 0.81 3.83 0.93 n.s. 0.15
3－3 協働的対応力 4.32 0.91 4.16 0.88 n.s. 0.19
3－4 連携力 4.44 0.78 3.97 0.93 ＊ 2.27









































































実習済 23.6 7.3 52.7 32.7 23.6 14.5 76.4 27.3 36.4
n.s.
未実習 17.6 14.7 61.8 67.6 14.7 20.6 73.5 8.8 20.6
３年 33.3 6.1 51.5 36.4 30.3 15.2 72.7 15.2 39.4
n.s.













実習済 27.3 74.5 18.2 18.2 47.3 58.2 29.1 21.8
＊
未実習 58.8 85.3 2.9 26.5 73.5 32.4 2.9 17.6
３年 33.3 69.7 18.2 21.2 30.3 63.6 30.3 33.3
n.s.








































全体 61.4 50.9 38.6 80.7 71.9 84.2
実習済 69.0 54.8 40.5 78.6 71.4 90.5 4.8
n.s.
未実習 40.0 40.0 33.3 86.7 73.3 66.7 0.0
３年 62.5 45.8 37.5 75.0 62.5 91.7 4.2
n.s.
４年 77.8 66.7 44.4 83.3 83.3 88.9 5.6
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実習を終えたばかりの３年次とさらに学修を深めた４年次では，保健管理，保健教育，健康相
談，保健室経営の「実践的専門性」の分野及び「協働的対応力」「連携力」「貢献する力」で４
年次学生の方の資質能力が高かった。実習を経験することにより，それまでの学修で得た知識・
技術の統合が図られ，その後の学修から資質能力として定着していったことがうかがえる。
　ボランティア活動を通じて育まれたと考えられる資質能力は，「使命感・責任感・倫理観」「教
育的愛情」「総合的人間力」「教職に対する強い情熱」「子ども理解」「自覚と協調性」「連携力」
であった。ボランティア活動から学生が獲得したと考える力は，「子ども理解」「コミュニケー
ション能力」「子どもに対する愛情」が上位であり，実習経験者の方が「子ども理解」が深ま
っていた。実習を経験したことにより子どもを見る視点が変化していったことがうかがえる。
しかし，実習を経験した学年別にみると，４年次より３年次の方の到達度が低い傾向が見られ，
特に「子どもに対する愛情」，「挨拶や身だしなみ」が低く，実習経験だけで培われる力ではな
いことが示唆された。
　学生が今後獲得したい力として一番に挙げていたものは，実習経験の有無や学年にかかわら
ず専門的知識であり，現職養護教諭にとっての課題と同様である。実習を控えている学生は，
次にコミュニケーション能力を挙げており，今後に対する不安感を示唆するものであった。実
習を経験した３年次学生は，二番目に生徒理解，続いて指導力を挙げていた。2015（平成27）
年の答申2）では養護教諭の現状として，養護教諭は児童生徒等の「養護をつかさどる」教員と
して，健康の増進に関する指導を行うだけでなく，健康相談や心身の健康に問題を持つ児童生
徒等に対して健康面や生徒指導面でも大きな役割を担っているとされている。この現状を，養
護実習を通じて現職養護教諭から学び取ったことが考えられる。また，４年次学生は，生徒理
解の次にコーディネート力を挙げていた。このことは，実習を経験し大学での学びを深める中
で，学校内だけでなく学校外にも目を向ける力が身についてきたことがうかがえる。
　今後学びを深めたい分野としては，実習経験の有無や学年にかかわらず救急処置であった。
さらに，続く分野として，実習を控えた学生にとっては健康相談や健康診断の分野であり，学
校環境衛生や保健組織活動の重要度は低かった。実習経験した学生は，保健室経営が続いてお
り，より深い学びを求めていることがうかがえた。また，実習を経験した学年で特徴的だった
のは，３年次は学びたい分野が分散しているのに対し，４年次は救急処置，健康相談，保健室
経営と限定されてきていた。このことから，３年次ではまだ学びが深まっていないことが示唆
されたと言える。
　以上のことから，養護教諭としての資質能力は，大学での学修や養護実習を通じて，学年を
重ねるごとに確実に実践的専門性や連携力，協働的対応力は向上，定着していると言える。し
かし，これからの時代に教員に求められる資質能力は，これまで教員として不易とされてきた
資質能力に加え，自律的に学ぶ姿勢を持ち，生涯にわたって高めていくことのできる力や，情
報を適切に収集，選択，活用する能力や知識を有機的に結びつけ構造化する力であることを考
えると，主体的に学び続ける姿勢を育むことが，今後の養成段階の課題の一つと言える。
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　また答申4）では，養成段階は，学生に自らの教員としての適性を考えさせる機会として，学
校現場や教職を体験させる機会を充実させることが必要であるとしている。教育は，先天的な
資質を更に向上させること，一定の資質を後天的に身につけさせるという両方の観点を持つも
のである8）ことを踏まえると，先天的資質の中に「適性」という概念も含まれると言える。広
辞苑7）によると，適性とは「性質がそのことに適していること」とされ，資質能力や適性は今
後の教職経験の中で培われていく可能性があるとも考えられる。しかし，学生自らに教員とし
ての適性を考えさせる機会を設けることは，学生の将来に向けた進路決定には重要なことであ
り，養成段階としての課題であると考える。
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